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■表紙写真　五条吉野の柿
（奈良県五條市）

昭和 49年国営五条吉野開拓建設
事業所が開設され、農地造成及
び既成樹園地の経営規模の拡大
と畑地かんがい施設の整備を行
う事によって、生産性の向上と
農業経営の安定化が図られまし
た。奈良県の柿の生産量は、現
在和歌山県に続き全国第 2位で
すが、富有柿に限れば第 1位と
なっています。


